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　(2) 神奈川県内における発生動向の推移

　(1) 麻しん(はしか)とは

　　〇 麻しんウイルスによって引き起こされる急性の全身感染症

　　　 で、感染力が非常に強く、免疫をもっていない人が感染し

　　　 た場合、ほぼ100％発症する。

　　〇 一度感染すると免疫は生涯持続すると言われている。

　(2) 主な症状 　(3) 川崎市内における発生動向の推移

　　〇 約10日後に発熱や咳･鼻水･目の充血等の風邪症状が現れる。

　　〇 ２～３日熱が続いた後、39度以上の高熱と発疹が出現する。

　　〇 肺炎･中耳炎を合併しやすく、1,000人に１人程度の割合で脳炎を発症する。

　(3) 感染経路

　　〇 空気感染･飛沫感染･接触感染でヒトからヒトへ感染する。 　(1) 定期予防接種

　　〇 インフルエンザの約10倍の感染力がある。 　　ア　対象者

　　〇 発症する１日前から解熱後３日を経過するまで周囲への感染力がある。 　　　・第１期(１回目接種):生後12月から生後24月に至るまでの間にある者

[基本再生数(Ro)] 　　　・第２期(２回目接種):小学校入学の前年度１年間(４月１日～翌年３月31日)

　　イ　使用ワクチン

　　　　｢麻しん風しん混合ワクチン(MR)｣

　(4) 治療方法 　　　　又は｢麻しんワクチン｣

　　〇 治療薬など、特異的な治療法はない。 　　ウ　個別勧奨(対象者あて案内通知の送付)

　　〇 発熱に対する解熱剤など、症状に応じた対処療法が中心となる。 　　　・第１期:１歳の誕生月の翌月

　(5) 予防対策 　　　・第２期:小学校入学の前年４月

　　〇 手洗い･マスク等の基本的な感染対策だけでは十分に予防できない｡ 　(2) 未接種の子どもに関する対応(無料の任意予防接種)

　　〇 最も効果的な予防法は｢麻しん含有ワクチン｣の接種で、２回接種 　　ア　対象者

　　　 することで、発症･重症化･周囲への感染リスクを低下させる。 　　　　市内在住の第１期又は第２期未接種接種で次に該当する者

　　　 ※ ｢五類感染症全数把握疾患｣のため､発生時は｢積極的疫学調査｣を実施 　　　・第１期:２歳～３歳に至るまでの間にある者

　　　・第２期:小学校１年生

　(1) 全国における発生動向の推移 　　イ　使用ワクチン

　　　　３(1)イと同じ

　(3) 麻しんワクチンの緊急接種

　　・流行を踏まえ令和７年度開始(R7県→R8市事業)

　　・麻しん患者との接触から72時間以内で、保健所

　　　が必要と判断した者に対して緊急接種を実施
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麻しん(はしか)の流行に伴う予防対策の強化･拡充について 【資料】
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[対象者等の変遷]

・昭和47(1972)年９月30日以前生まれ:

定期予防接種が実施されていない対象者

・昭和47(1972)年10月１日

～平成２(1990)年４月１日生まれ:

定期予防接種が１回実施の対象者

・平成２(1990)年４月２日

～平成12(2000)年４月１日生まれ:

定期予防接種が１回実施の対象者

(ただし、２回目の特例措置あり)

・平成12(2000)年４月２日以降

定期予防接種が２回実施の対象者

出典:国立健康危機管理研究機構HP
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　(1) 収束の見通し 　　 (1) ０歳児を持つ１回接種以下の保護者数(想定)

　　〇 令和８(2026)年５月13日現在、第19週までに全国で479件の麻しんが発生し､現 　　　　 10,395人(R7出生)×２人(父母)×7.9％(R7第２期未接種)＝1,642人

　　　 状が継続すると、令和元年(2019)年の流行(744件)を上回ることが予想される。 　　 (2) 環境整備による感染予防策

　　〇 収束時期は不透明なため、流行の長期化も想定する必要がある。 　　　 ア　目的

　(2) 感染経路の特定 　　　　  『父母の免疫を高めることで、０歳児の予防環境を整備する』

　　〇 日本は麻しんの排除状態であるため、渡航時や来日者からの感染が想定される 　　　 イ　対象者及び支援

　　　 が、渡航歴のない者も感染しており、過半数が感染経路を特定できていない。 　　　　 ・対象者:０歳児を持つ同居の父母で、接種歴が１回以下の者

　(3) 予防と対策 　　　　 ・支　援:接種費用(初診料･技術料を除く)１回分

　　〇 基本的な感染対策だけでは麻しんを防ぎ切れないため、最も効果的な予防法は 　　　　 　　　　 又は抗体検査費用１回分を助成

　　　 ワクチン接種となるが、一部には罹患歴･接種歴がない者が存在する。  　　　ウ　実施期間

　　〇 定期予防接種について、国は接種率95％以上を目標としている。 　　　　 　事業開始から当面の期間

　　〇 乳児の重症化リスクは高いが、原則、０歳児はワクチンを接種できない。

　　 (1)  麻しん予防に関する注意喚起(ポスター等の作成)

　　　 ア　目的

 　　(1) 定期予防接種の接種率及び未接種者数(推計) 　　　　　『確実な２回接種に向け、任意接種検討の機会を創出する』

　　　 イ　メッセージ例

　　　　 ・増えています。麻しんのリスク!!

　　　　 ・感染予防！ マスク･手洗い防げません!!　接種歴の確認を!!!

　　　　 ・気を付けてほしいこと〇(マル)箇条　など

　　 (2)  市内医療関係５団体との連携

　　　　 医師会･病院協会･歯科医師会･薬剤師会･看護協会と連携し､

 　　(2) 無料任意予防接種の対象拡大 　　　　 院内等におけるポスター掲示や患者への呼びかけを実施

　　　　ア　目的

　　　　　 『未接種者(０回)を減少させるとともに、確実な２回接種を進める』

　　　　イ　対象者の拡大及び目標 　　 〇 ｢保育所･学校における麻しん対応｣に関する流れの整理及び周知

　　　　　・第１期:中学校３年生まで 【目標:100％(免疫不全等の者を除く)】 　　 〇 ワクチンの供給状況を踏まえた優先順位の整理

　　　　　・第２期:中学校３年生まで 【目標:95％以上】

　　　　　　※ 対象者あて段階的に個別勧奨(案内通知)を実施

 　　　 ウ　実施期間 　〇 関係団体等との調整 :５月下旬から６月下旬

　　　　 　 令和９年３月末までの時限措置(状況により延長を検討) 　〇 予防対策の強化･拡充:ワクチン供給等を踏まえ、７月から順次取組を開始

麻しん(はしか)の流行に伴う予防対策の強化･拡充について

【取組１】子どもに関する対応の強化

【取組２】環境整備による０歳児の感染予防

【取組３】麻しん予防の啓発強化

【取組４】その他関連する取組
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【参考資料】

第103回厚生科学審議会感染症部会 資料抜粋
　　　　(令和８(2026)年４月22日)


